
基調講演 10:45～12：00

〈メインテーマ〉北海道発 国消国産と地産地消

～誰ひとり取り残さない食の未来～

食品ロス問題ジャーナリスト
 井出 留美 氏

開催日

令和５年９月２９(金)

時間

10:15～15:10

場所

かでる２・７
「かでるアスビックホール」
（札幌市中央区北２条西７丁目）

主催：一般社団法人 北海道消費者協会
後援：北海道、北海道農業協同組合中央会

全国消費者協会連合会
共催：６４地域消費者協会
HP：http://www.syouhisya.or.jp/

お問合せ先（一社）北海道消費者協会 総務・組織連携グループ
TEL 011-221-4217(9時～17時）

申込受付期間

8月23日（水）～9月12日（火）迄
※内容・申込用紙は裏面
※先着順のためお早めに申し込みください。

株式会社office 3.11代表取締役。奈良女子大学家政学部食物学科卒、学士
（家政学）、博士（栄養学／女子栄養大学大学院）、修士（農学／東京大学大
学院農学生命科学研究科）を取得、ライオン（株）、青年海外協力隊を経て日本ケ
ロッグ広報室長等歴任。3.11食料支援で廃棄に衝撃を受け、自らの誕生日でもあり東
日本大震災発生日でもある３月１１日を名前に冠した「株式会社office 3.11」を設
立し、食品ロスの撲滅を訴える。食品ロス削減推進法成立に協力、政府・企業・国際機
関・研究機関のリーダーによる世界的連合Champions 12.3メンバー。食品ロスを全国
的に注目されるレベルまで引き上げたとして2018年、第２回食生活ジャーナリスト大賞食
文化部門／Yahoo!ニュース個人オーサーアワード2018受賞、2020年には食品ロス削
減推進大賞消費者庁長官賞（消費者庁）も受賞

・著書 「食べ物が足りない！」「ＳＤＧｓ時代の食べ方」「捨てないパン屋の挑
戦」「食料危機」「あるものでまかなう生活」「捨てられる食べものたち」
「食品ロスをなくしたら１か月5,000円の得！」「賞味期限のウソ」他

・監修書 「食品ロスの大研究」他

私たちのくらしは今、未曾有の物価高騰に見舞われています。中でも命の源であ

る「食」は、３分の２を輸入に頼り、コロナ禍やウクライナ侵攻で、万一の時は、供給

が制限される危うさが分かりました。 「食」をとおして北海道農業の可能性や課題

を知り、生産者とより強くつながり、消費者の役割を今一度考える場として「北海道

発 国消国産と地産地消」をテーマに掲げます。 第
６
０
回

北
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道
消
費
者
大
会

「誰ひとり取り残さない食の未来
～世界の食品ロスから考える～」



【日 程】 令和５年９月２９日（金）１０：１５～１５：１０

  場 所 かでる２・７「かでるアスビックホール」（札幌市中央区北２条西７丁目）

【お申込み】 以下の①・②の方法によりお申込みください。

①HPより申し込み https://syouhisya-

01.rsvsys.jp/ トップ画面 「研修・セミナー・
イベント参加申込」からお 入りください。

②FAXでの申し込み
 下記に記入の上、「011-221-4219」までお送りください。

【問い合わせ先】
（一社）北海道消費者協会 

総務・組織連携グループ 

011-221-4217 （9時～17時） 

※先着順のためお早めに申し込みください。 

FAXで申し込みの場合は、折り返し電話もしくはFAXで決定の案内をさせて いただきます。

９：３０～ １０：１５～ １０：３０～１０：４５ １０：４５～１２：００

受 付 開会式 北海道知事表彰
（北海道社会貢献賞）

基調講演

１２：００～１３：００ １３：００～１５：００ １５：００～１５：１０

昼 食 パネルディスカッション 大会宣言
閉会挨拶

所 属 氏 名 FAX番号 連絡先

【参加承認】
消費者大会の参加を承認いたします。

日付印
（一社）北海道消費者協会

総務調整部長
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